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1.1 TableMaintenance 概要 
TableMaintenanceでは、データベース上の既存のテーブルに対してレコードの新規登録・更新・削除を

行うことができます。データベースを使用したアプリケーションを作成した際に必要になることの多いマ

スタメンテナンスの機能を簡単な設定操作のみで、簡易的に実現することができます。 

ログイングループ管理者が設定したメンテナンスを行うテーブルに対して、一般ユーザはデータの新規登

録、更新、削除が行えます。 

 

データの編集 管理者からアクセス権を与えられたユーザは、テーブルのデータの追加・更新・

削除が行えるようになります。 

 

 

< TableMaintenanceの概念> 

 

 一般ユーザによるTableMaintenanceの操作 

一般ユーザがTableMaintenanceの各メニューを操作するには、グループ管理者に必要な権限を設定してもらう必要

があります。 
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1.2 テーブルにデータを追加する 
1 ［TableMaintenance］メニューから［テーブル一覧］をクリックします。 

［テーブル一覧（一般ユーザ用）］画面が表示されます。 

 

<［テーブル一覧（一般ユーザ用）］画面> 

2 ［テーブル一覧（一般ユーザ用）］画面で、テーブル表示名をクリックします。 

 

<テーブル表示名をクリックする> 
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［テーブル参照］画面が表示されます。 

 

<［テーブル参照］画面> 

3 ［テーブル参照］画面で、［新規登録］アイコンをクリックします。 

［テーブル編集］画面が表示されます。 

 

<［テーブル編集］画面> 
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4 各カラムに入力したら、［登録］ボタンをクリックします。 

画面上部に「登録しました」と表示されます。 

 

<［テーブル編集］画面> 



第 1 章 TableMaintenance 

6  intra-mart WebPlatform/AppFramework 

1.3 テーブルのデータを編集する 
1 ［テーブル一覧（一般ユーザ用）］画面が表示されます。 

 

<［テーブル一覧（一般ユーザ用）］画面> 

2 ［テーブル一覧（一般ユーザ用）］画面で、テーブル表示名をクリックします。 

 

<テーブル表示名をクリックする> 

［テーブル参照］画面が表示されます。 

 

<［テーブル参照］画面> 



1.3 テーブルのデータを編集する    

    TableMaintenance ユーザ 操作ガイド 7 

 

3 ［テーブル参照］画面で、データを編集したレコードの  ［編集］アイコンをクリックします。 

［テーブル編集］画面が表示されます。 

 

<［テーブル編集］画面> 

4 各カラムの内容を編集したら、［更新］ボタンをクリックします。 

画面上部に「更新しました」と表示されます。 

 

<［テーブル編集］画面> 
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1.4 テーブルのデータを削除する 
1 ［TableMaintenance］メニューから［テーブル一覧］をクリックします。 

［テーブル一覧（一般ユーザ用）］画面が表示されます。 

 

<［テーブル一覧（一般ユーザ用）］画面> 

2 ［テーブル一覧（一般ユーザ用）］画面で、テーブル表示名をクリックします。 

 

<テーブル表示名をクリックする> 

［テーブル参照］画面が表示されます。 
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<［テーブル参照］画面> 

3 ［テーブル参照］画面で、データを編集したレコードの  ［編集］アイコンをクリックします。 

［テーブル編集］画面が表示されます。 

 

<［テーブル編集］画面> 

4 内容を確認後、［削除］ボタンをクリックします。 

データが削除されます。 
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